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第
2
8回

市
民
公
開
健
康
講
座

～
早
期
発
見
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
～

高
の
原
中
央
病
院
　
神
経
内
科
医
長

第
2
8回
市
民
公
開
健
康
講
座
（
奈
良
新
聞
社
主
催
）
が
６
月
1
9日
、

奈
良
市
学
園
南
３
丁
目
の
奈
良
市
西
部
会
館
で

開
か
れ
た
。
圖
講
座

は
、
広
く
県
民
読
者
に
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

趣
旨
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
脳
卒
中
の
あ
れ
こ

れ
～
早
期
発
見
か
ら
リ
ハ

ビ
リ
ま
で
よ

で
、
木
下
聡
子
・
高
の
原

中
央
病
院
神
経
内
科
医
長
び
講
演
し
た
。
木
下
医
長
は
「
昔
は
脳
卒

中
は
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
早
期
診
断
、
早
期
治

療
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
多
く
の

人
が
直
ち
に
病
院
に
運
ば
れ
て
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
麻
両
（
ま
ひ
）
や
言
語
障
害
な
ど
、
脳
梗
塞
の
症
状

が
一
時
的
に
起
こ
る
予
兆
（
一
過
性
脳
虚
血
発
作
）
を
見
逃
さ
ず
、

症
状
が
消
え
て
も
必
ず
す
ぐ
に
病
院
へ
」
と
話
し
た
。

木
下
　
聡
子

氏

作
脳
卒
中
は
時
間
が
勝
負

ふ

ｰ
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脳
・
旱
巾

と

は

、
脳

の

㈲

皆

が

破

札

だ
０
・
、
詰

ま

っ
た

り

し
て

脳
の

組

織

が

障

害
さ

れ
る

病

気
で

す

。

㈲
皆

が
破

れ

る
の

が
脳

出

㈲

、

詰

ま

る
の

が
脳

梗

塞
で

す

。
・
旱
巾

と

は

「
・
旱
と

し
て

（
突

然
亡

）

巾

た

る

（

あ
た

る

ご

こ

い

つ
意

味

で

、

脳
・
旱
巾
に

な

る

と
手

足

が

勁

か

な

い

、
い
）
什

（
ろ

れ
っ

）

が

回

ら

な

い

な

ど

の

症
状

が
突

然

現

れ
ま

す

。

脳
・
旱
巾
の

診
断

や

治

療
法

は

進

水
し

て

い

ま

す

が

、

現
代

で

も

や

は

り
人

八

に
恐

れ

ら
れ

る

病

気

の

。
つ

で

す

。

そ

の
迎

由

の

笛

。
は
脳

・旱
巾

が

命
に

関

わ

る

の
で

あ
る

と

い

う

こ

と
で

す

。

日

本

人
の

死

囚

と
し

て

は

悪

帽

新

生

物

、

心
疾

患

、

肺
炎

に

次

い
で

笛

ぺ

位
（
平

成
2
3
年

度

）
と

魯

ノ

ご

ま

す

。
そ
し

て

も

う

バ

・
而

要

な

の

は

、
脳
・
旱
巾

は

後

遺

症
を

残

し

う

る

病
気

だ
と

い

う

こ

と
で

す

。

要

介
護

状

態
と

な

る

原

因
の

笛

１

位

が
脳

㈲
行

疾
患

で

あ

り
・
、
要

介

護

大

豆

は

、

岑

に
８

割
以

卜

を

バ
め

て
ぃ

ま
す

。
（

平
成
2
2
牛

窓
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脳
・
旱
巾
の

う

ち

、

㈲

皆

が
詰

ま

脳梗塞

脳 血 栓 症

ラクナ梗塞
アテローム血栓性梗塞

脳 塞 栓 症

心原性脳塞栓症

《

一過性脳虚血発作

脳出血(脳内出血)

くも膜下出血

＼

十

血
管
が
詰
ま
る
　
　

血
管
が
破
れ
る

／

る
脳

梗

塞

に

は
脳

㈲

栓

柄

と

脳

塞

栓

柄
、

。
町

的
に

症

状

が

現

れ

る

。
過

刊

脳

虚

㈲

発

作

が

あ

つ

ま

ず

。
㈲

皆

が

破
れ

る

脳

出

㈲
に

は

脳
内

出

㈲

と

く
ち

膜

ド

出

㈲

が

あ

０
・
ま
寸

。

脳
㈲

栓

斥

け

、
脳

の

㈲

行

が

動

脈
硝

化

で

細

く
な

っ

て

詰

ま

る

も

の
で

、

う

ク

ナ
梗

塞

と

ア
テ

ロ

ー

ム

㈲
栓

川

脳

梗
塞

か

お

り
・
ま

す

。

ま
た

脳

塞

栓

斥
け

心

眼

や

人

動

脈

三

吉

だ

㈲

栓

が
飛

ん

で

き
て

脳

の

㈲
回

心
詰

ま
る

も

の

で

、

心

原

川
脳

塞

栓

柄

が
す

な

も

の
で

す

。

う
ク

ナ

梗

塞
は

、

細

い

㈲

皆

が

詰
ま

っ

て

起

こ
る

小

さ

い

梗

塞
で

す

。
手

足

の
・昧
郷

や

し

び

れ

、
い
」

什

が
皿

ら
な
い

な

ど

の

症

状

が

現

れ
ま

す

が

、

比

較
的

軽

症
で

介

に

関

わ

る

こ

と

は

ま

す

お

り

ま

せ

ん

。
巾

に

は

烈
症

状

の

場
〈
‥
も

あ

り

「
か

く

れ

脳
梗

塞

」

と

も

言

わ

れ
ま

す

が

、

多
発

す

る

と

言

語

障

害

や
氷

行

障

害

、
認

知

柄

な

ど
の

原
因

ど

な
い
・
ま
す

。

う

ク

ナ

梗

塞

の
す

な

危

険

因
了

は

扁

則

出

席
で

す

。
ち

な

み
に

「
ラ

ク

ナ

」

と

は

一
フ
テ

ン

紐

で

、
小

さ

な

く

ぼ
み

こ

い

つ
意

味

で

す

。

ア

テ

ロ

ー

ム

㈲
栓

川

梗

塞

は

、

脳
の

よ

い

㈲

行

が
詰

ま

る

比

較

㈹
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人

き

い

脳

梗

塞

で

す

。

「
ア

テ

ロ

ー

ム

」

と

い

う

の

は

、

㈲

液

巾

の

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

が

㈲

行

の

県

に

入

り
・
込

ん

で

起

こ

る

粥

状

の

塊
で

「
粥

恥

」

と

も

い

わ

れ

ま

す

。

こ

れ

が

原

因

で

㈲

皆

が

閉

塞

す

る

の

が

ア

テ

ロ

ー

ム

㈲

栓

川

梗

塞

で

、

扁

則

圧

、

柄

尿

病

、

脂

竺

毀

常

節

な

ど

の

い

わ

ゆ

る

牛

仙

石

慣

病

を

半

ノ

ご

る

為

に

発

節

し

や

す

い

脳

梗

塞

で

す

。

心

原

訓

脳

塞

栓

斥

け

、

心

眼

に

で

き

た

㈲

栓

が

㈲

流

に

乗

っ

て

脳

犬

に
運

ば

れ

、

脳

の

㈲

皆

を

詰

ま

ら

せ

る

も

の

で

す

。

多
・
く

は

心

房

細

動

と

い

う

本

位

脈

が

原

因

と

な

り
Ｉま

す

が

、

心

筋

梗

塞

、

心

眼

弁

膜

斥

な

ど

も

原

因

ど

な

い
・
ま

す

。

脳

梗

塞

の

巾

で

は

岫

も

梗

塞

竪

が

人

き

く

而

呵

に
な

り
・
や

す

い

ダ

イ

ス

寸

。

ま

た

脳

の

左

七

両

側

に

同

泣

に
梗

塞

を

起

こ

す

こ

と

か

お

る

の

も

特

徴

で

す

。

。
過

川

脳

虚

㈲

発

作
（

Ｔ

Ｉ

Ａ

は

、

脳

梗

塞

の

仙

触

れ

、

あ

る

い

は

戸

兆

で

す

。

八

側

の

麻

郷

、

し

び

れ

、

言

語

障

害

な

ど

脳

梗

塞

と

同

様

の

症

状

が

。
過

刊

に

起

こ

り
Ｉ、

自

然

に

消

失

し

ま

す

。

長

く

て

割

町

問

以

内

に

症

状

が

酒

ま

る

も

の

で

、

多
・
く

の

場
〈
‥
は

５
・
～
1
5

分

で

消

失

し

ま

す

。

節

状

が

お

さ

ま

る

と

病

院

に

は

行

か

ず

放

と

し

て

し

ま

う

為

も

吊
・
い

の

で

す

が

、

Ｔ

Ｉ

Λ

の

う

ち
1
5
8
2
0
％

の

人

が

８
ヵ

月

以

内

に

、

そ

の

う

ち

約

牛

｀ゝ __ ノ

脳 卒 中 を 疑 う 症 状

・片方の手足が動かしにくい・し

びれる

・まっすぐ歩けない

・顔の片方が動かしにくい・しび

れる

・呂律が回りにくい

・言葉が出てこない、理解できな
い

・めまい・吐き気・後頭部の頭痛

・物が二重にみえる

・視里予の片側 （右または左半分）

が欠けている

欽
の
人
は
4
8町

問
以

内
に
脳
梗
塞

を
発
斥
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら

斥
状
が
哨
え
て

も
必

ず
、
そ
れ
ら

で

き

る
だ
け

早

く

病
院

を
受

診

し

、
脳
梗
塞
戸

防
の
た
め
の
治
療

を
開
始
す
る
こ
と
が
而
要
で
す
。
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脳
は

右

の

脳

と
左

の
脳

に

分

か

仁

ご

ま

す

。

そ
し

て

神
経

は

脳

の

巾
で

交

芹
し

て

お
り
・
、
七

の

脳

に

病
気

が

起

こ

れ
は

左
牛

身

に

、

左
の

脳

な

ら
右

牛
身
に

席

状

が

現

れ
ま

す

。
で

す

か

ら
脳
・
旱
巾

の

症

状

が
川

竹

に
左
右
両

側
に

出

る

こ

と

は
非

常

に

庸
で

、
通

常
は

ど

ち

ら

か
牛

身

に
現

れ

ま

す

。

脳
・
旱
巾

を

疑

う
症

状
と

し

て

は

次
の

よ

う

な
も

の

が

あ
り
・
ま

す

。

Ｌ

片
万

の
手

足

が

勁
か

し

に

く

い

・
し

び

れ

る

2
5ま

っ

す

ぐ
に

氷

け

な
い

ｍ

顔

の

片
万

が
勁

か
し

に

く

い

・
し

び

れ

る

一
4
5い」
什

が

回

ら
な
い

旦

且
卜万
が
出

て

こ

な
い

・

迎

解

で

き

な

い

・
6
5め

ま

い

・

叶
き

気

・

後
皿

部

の

皿

痛

豹
物

が

二

言

に
見
え

る

8
5携

野

の
八

側
（

右

ま
た

は

左

牛

分
）

が

矢

け
て

い

る

こ
の

よ

う
な

症

状

が
突

然

に

現

れ
た

場

白

に
は

脳
ネ

巾

が
強

く

疑

わ
れ

ま

す

。

く
ち

膜

ド
出

㈲
で

は

、
脳

梗

塞

や
脳

内

出

㈲
と

症

状

が
毀

な

り
・
、

突
発

帽

の

激
し

い
皿

痛
が
現

れ

る

の

が
特

徴

で

す

。
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脳
・
旱
巾

を

疑

う
席

状
で

病
院

に

受

診
し

た

場
〈
り
に
は

、診

察

の

後

、

Ｍ

Ｈ

Ｉ

、

Ｃ
Ｔ

な
ど

に
よ

る

肉
像

診

断

を

経

て

治

療

を

開

始

し

ま

寸

。脳
梗

塞

の

超

急
川

川
の

治

療

広

と
し

て

、

ｔ
－

Ｐ

Λ
（
組

織

て

う

ス

ミ
ノ

ー

デ

ン
回

訓

化
囚

了

）

が

あ
０
・
ま

寸

。

ｔ
－

Ｐ

Λ
は

、
脳

の

㈲
回

心
詰

ま

っ
だ

㈲

栓
そ

の

も

の

を

溶
か

す

治

療
で

、
点

廟
で

投
ワ

す

る
て

こ

ず

。

㈲
栓

が
溶
け

て

㈲

流

が
町

聞

す
る

と

脳

梗
塞

の

発

生

や

拡

が
り
・
を

抑

え
る

こ
と

が
で

き

る

非
常

に

内
川

的
な

薬
で

す

が

、

強

か
な

作

川

ゆ

え
に

適

切
に

使

川

し

な
け

れ

ば

出

㈲
を

起

こ

す
危

険

刊

が
扁

く

、

授
て

に
は

厳

石

な
米

苧

が
設

け

ら
れ
て

い

ま

す

。

日
ぺ
体

的
に

は

発

症

か

ら
ぺ

町

闘

牛
以

内

に

投
ワ

を

開

始
し

な

け

れ

ば
い

け

ま
せ

ん

。
し

た

が

っ
て

、

病

院
に

は
８
・町

問
な
い

し

８
・
町

闘

牛
ぐ

ら

い

で

到

行

す

る

必

要

が

あ

つ

ま

ず

。
ま

た

、

非

常
に

症

状

が
軽

い

場
〈
‥
や

而

症
の

場
〈
‥
も

投
皿

与

ま
せ

ん

。
実

際
に

ｔ
－

Ｐ

Λ
小

投

ワ

さ
れ

る
の

は
脳

梗

塞

全

体
の

２

８

５
・％

程

度
で

、
そ

の

他

の
万

は

従

来
か

ら
の

点

廟

や
飲

み
で

の

治

療

を
う

け

る

こ
と

に

な

り
・
ま
す

。

抗

㈲
小

板

薬

、

抗
凝

出

薬

、
と

い

っ
た

㈲

液
を

固

ま
り

に

く

く
す

る

薬

や
脳

組

織

を

保
護

す

る

薬

、
脳

の

恥

れ

を

抑

え

る

薬
な

ど
で

す

。

こ

れ

ら
の

治

療
で

は

、

脳

㈲
皆

に

つ
ま

っ

だ

㈲

栓

を
溶

か

す

こ
と

は

目

的
と

し
て

い

ま

せ

ん

が

、

急
川

謝
に

起

こ

り
・
や
す

い

脳

梗

塞
の

根

人

や
町

発

を

防
ぐ

口

㈹
で

投
ワ

さ

れ
ま

す

。

リ

ハ

ビ
リ

テ

ー

シ
コ

ン

は

、
迎

学

療

広
（

Ｐ
Ｔ

）

、
作

業

療

広
（
Ｏ

Ｔ

）

、
三

一
尚

覚
療

広
（
Ｓ

Ｔ

）

か
お

り
・
ま

す

。

迎
学

療

作

に
は
筋

刀

川

強

や
氷

行

訓
練

な

ど
の

運
動

療
法

、
ホ

ッ
ト

パ
ッ

ク

や

低
岡

波

、

マ

ッ
サ

ー

ジ

な
ど

の

物

迎

療

広

が

あ
り
・ま

す

。

作

業
療

広
は

様

々
な

作

業

を

通

じ

て

日

常

生

爪

動

作

（

Λ
Ｄ

Ｌ

）
の

改

善

を

㈲

る
も

の

、

ACT FAST （直ちに行動 せよ！）

胴桟塞っと思ったら．飴 二Ｅｅ八 腕卜r ｍぺ 八荒:＞ｐｅｅｃｈ)を確謡
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一

り
－ －

ヨ
豆

一
右

覚
療

広
で

は

言
語

訓

練

以

外

に

、
百

ド
戸
田

に

対
す

る

百

ド

（

え

ん

げ
）
訓

練

が
行

わ

れ

ま

す

。

脳
・
旱
巾

の

リ
ハ

ビ
リ

テ

ー

シ

ご

ン

は

急
川

川

（

発

斥

か

ら
約

２

週

間
）

、

回
復

川

子

牛
以

内

）

、

維

持
川

（
そ

れ

以

降

）
と

分

か

れ

て
い

ま
す

。

急
川

川
に

は

早

川

排

出

と

廃
川

斥

侯
斟

の
戸

防

、
皿

桜

川

に

は

Λ
Ｄ

Ｌ

の

向

卜

、
自

宅

復

帰

を

目

指
し

て

行

わ
れ

ま

す

。

こ

こ

ま
で

が

病
院

で

行
わ

れ

る

リ

ハ

ビ
リ
で

す

。
維

持

川
の

リ

ハ

ビ

リ

は

Λ
Ｄ

Ｌ

の

維

持

・

向
卜

や
廃

川

戸

防

を

目
的

に
［
‥
宅

や
介

護

施

設

な

ど
で

行

わ

れ

ま

す

。
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脳
・
旱
巾

の

す

な

原
因

は

、
扁

㈲

圧

、

桐
尿

病

、

脂

竺
毀

常

斥

（

扁

コ

レ

ス
テ

ロ

ー
ル

㈲
言

な

ど

い

わ

ゆ

る

生
爪

円

慣

病

、
喫

煙

、

多
・

量

の

飲

酒

、

肥
満

な
ど

で

す

。

そ

の

ほ

か
に

加

齢

や

㈲

液
凝

出

毀

常

な

ど
の

原

因

も

あ

り
・ま

す

。
加

齢

な

ど

は

個
人

の

努
刀

で

は

と

う

に

も

な

り
・ま

せ

ん

が

、

生
爪

円

慣

や

生

爪

円

慣

病
は

適

切
に

対

処

す

る

こ

と
で

脳
・旱
巾

を

戸

防
す

る

こ

と

が
で

き
ま

す

。

ま

た
脳
・旱
巾

は

冬

に

琴
・・
い

イ

ズ

上

ソ

が
あ

り

ま

す

が
、

脱

水
も

脳

梗

塞
の

原

因

と

な

る

た

め

ら
・～

８
一
月

の

斗
い

町

則

に

も

川

加
し

ま

す

。

扁

㈲

已

に

対

し

て

は

、
で

き

れ

ば
１

日
２

皿

、

朝

と
・
侈

に
胆

已

を

測

り

ま
し

玉

つ
。

米

礎

疾
患

な
ど

に

よ

り
・
目

標

㈲

已

は

毀

な

つ

ま

ず

心 べ

牡

永 仁
詐

バ

し

ま

し

ょ

つ

。
塩

分
の

少
な

い

食

事
な

ど

を

心

掛

け

、
そ

れ

で

も

胆

し

か
扁

い

場
〈
‥
は

必

ず

病

院

ヘ

ド
き

ま

し

玉

つ
。

〉

扁

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

斥

け

、

悪

に

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

（

Ｌ

Ｄ

Ｌ

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

）

と

七
万

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

（
Ｈ

Ｄ

Ｌ

）

の

比

（

Ｌ

Ｈ

比

）

が

而

要

で

す

。

肉

類

言

く

に

脂

身

）

や

卵

製
‥
Ｊ
、

バ

タ

ー

な

ど

は

控

え

、

食

物

繊

維

、

青

魚

な

ど

を

多
・
く

摂

り

ま

し

ょ

つ

。

生

回

目

慣

病

は
［
‥
覚

症

状

の

な

い

場
〈
‥
が

多
・
い

の

で

、

職

場

や

巾

の

健

診

、

人

間

ド

ッ

ク

な

ど

で

㈲

液

検

査

や

診

察

を

定

川

的

に

受

け

て

、

生

爪

円

慣

病

の

早

川

発

見

を

す

る

こ

と

ち

而

要

で

す

。

た

ば

こ

を

吸

う

人

は

全

く

吸

わ

な

い

人

に

比

べ

る

と

う

ク

ナ

梗

塞

で

約

１

・

５

儡

、

人

㈲

皆

の

脳

梗

塞

で

は

約

り
」
・

り
」
倍

も

発

症

す

る

危

険

が

琴
・・
く

な

る

こ

と

が

翔

ら

れ

て

い

ま

す

。

喫

煙

し

て

い

る

人

は

直

八

に
禁

煙

し

ま

し

玉

つ

。

な

か

な

か

禁

煙

で

き

な

い

人

は

、

禁

煙

外

来

を

受

診

す

る

万

広

も

あ

り
・
ま

寸

。お

酒

は

曹

ヱ
が

人

事

で

す

。

適

量

と

は

ビ

ー

ル

巾

型

１

本

官

０

０
・
バ

レ

）

、

日

不

一
宍い
人

‥
（

１

８
・

ｏ

ド
ハ

）

、

焼

酎

ぐ

い

の

み

１

杯

（
7
0
ド
レ

）

、

ワ

イ

ン

グ

う

ス

ー

・

５
・
杯

か

ら

２

杯

（

２

０

０

～

２

ぺ
ｏ

・
ド
レ

）

で

す

。

ま

た

斗

い

襲

節

は

適

切

に

水

分

袖

締

し

脱

水

状

態

に

陥

ら

な

い

こ

と

が

、

熱

巾

症

だ

け

で

な

く

脳

キ

巾

の

戸

防

に

も

而

要

で

す

。

-
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も
し

脳
・
旱
巾

が
起

こ

っ
て

し

ま

っ

た
と
回

心
は

、

痛
俗

に
早

く
気

づ

き

、

。
刎

お

早
く

病

院
に

向
か

う

こ

と

、
そ
し

て

Ｔ

Ｉ

Λ

（

。
過

刊

脳

虚

㈲
発

作

）
を

放

近
し

な

い

こ

と

が
而

要

で

す

。
脳
・
旱
巾
に

早

期

に

気

づ
い
て

も

ら
う

た

め
の

牛

ヤ
ン

ベ

ー

ン

に

Λ

Ｃ

Ｔ

Ｆ

Λ

Ｓ

Ｔ

か

お
り
・
ま

す

。
訳

す

と

「
た

だ

ち
に

行
動

せ
よ

」
と
い

う
こ

と

で

す

が

、
Ｆ

Λ
Ｓ

Ｔ

と

は

Ｆ

ａ

ｃ

ｅ

（

顔

）

、

Λ
ｒ

ｍ
（

腕

）

、
Ｓ

ｐ

ｅ

ｅ

ｃ
ｈ

言

葉
）

、

Ｔ
・
ｌ
ｍ

ｅ

（

町

問
）

の
皿

文
玉

子

。
脳
・旱

巾

か

ら

、
と

思

っ
た

ら
Ｌ

顔
－

笑

顔

と

作

っ
て
み

て

左

右

ゆ

が
ん

で

い

な
い

か

、
2
5
腕

－

仙

に

な

ら
え

を
し

て

片
万

の

腕

が
ド

が

っ
て

こ

な
い

か
ど

う

か

、
旦

豆

卜万－

「
今

日

は
い

い

人
気
で

す

」

な

ど

短
い

文

章

を

言
っ
て

み

て
い
」
什

が
皿

っ

て
い

る
か

、
正

し

く

繰

り

返
せ

る

か

、

を

確
認
し

ま

し

玉

つ
。
脳
・旱

巾

は
町

間

が
勝

負
で

す

。

直

ち
に

救

急

中
を

呼

ぶ
か

、
病

院
に

向
か

い

ま
し

玉

つ
。

事
故

を

起
こ

す

恐

れ
か

お

り
・
ま
す

の

で

、

軽
い

症

状

で

あ

っ
て

も

患

者
さ

ん

自

身

は

運

転
し

な
い

で

く

だ

さ
い

。
も

し

症

状

が

。
過

刊
で

自
然

に

哨

え
て

し

ま

丿

七

、
必

ず

、
直

八

に
病
院

へ

行

き
ま

し

玉

つ
。
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